
2020 秋号 No.14

掲載内容

❷	令和３年契約収入保険加入者を
	 募集しています
❺	保管中農産物補償共済がスタート
	 しました
❾	農業共済に関する意見を募集します
❿	農業保険のお知らせ

収入保険加入者を募集
保管中農産物補償共済
スタート

花は、人と人を
つなぐ役割をして
くれるんです！



令和3年契約 収入 保険加入者を募集しています

収入保険に加入すると
リスクに対し経営のバランスがとれます!

経 営 バ ラ ン ス

●市場単価、販売単価の低下による収入減少
●怪我、病気や雇用事情による労働力問題の発生
●ハウスの破損等により生育障害
●４月に雪が降り定植苗の被害や、作業遅れが発生
●野生動物による食害

平成31年1月1日～令和2年3月31日発生

延べ
479件

安定して経営が
続けられます!

つなぎ資金と保険金で

経営サイクルが
安定!

営農開始

つなぎ
資金

立て直し

保険金

未加入
加入

借入、自己資金による経営の自己再建
※多大な努力、資金力が必要なうえ、中長期的
な経営計画にも遅れが生じてしまいます。

低温・日照不足要因❶

台風要因❷

病害・虫害要因❸

長雨要因❹

ひょう害要因❺

その他の要因

４月下旬から５月上旬の間に発生した凍霜害による減収、
樹体等の枯死。６月の全国的な日照不足により、特に野
菜の出荷量が減少。

台風10・15・19号被害による収穫量の減少、圃場の浸水。
（特に台風19号による豪雨災害は堤防決壊をはじめ、千
曲川流域に甚大な被害をもたらした）

気象条件等による病害、または天候不順により防除作業
の遅れによる病虫害の発生。

６月、９月～11月は平年より降水量が多く、農産物の品
質低下等が発生。

東信地域を中心に十数回の降雹が発生。（最大径4.5cm
の雹も確認された）

《つなぎ資金の長野県の事例を紹介します》

《 経営にはさまざまなリスクが潜んでいます》

《令和元年度は県下の加入者でさまざまな事故が発生しました》

低温・日照不足
185件

台風
131件

その他
70件

病害・虫害 
34件

長雨 
30件

ひょう害 
29件

etc…

　年間を通じ販売価格が低く推移し、固定費用（特
に人件費）の支払いに苦慮。融資と保険金等が一体
となっているうえ、手続きが簡単なことから申請し
た。

融資額 約350万円
事例
5

　保険期間中に、自然災害や価格
低下等により補てん金の受け取り
が見込まれる場合、無利子で融資
が受けられます。

青色申告を
している方

品
目野菜

　怪我（腰痛）により作業に支障が出たこと、凍霜害
による減収が発生したことにより融資を申請した。
金融機関に行く必要もなく、簡単な手続きで人件費
に充てることができた。

融資額 約670万円
事例
3

品
目プルーン

　新型コロナウイルスの影響により宿泊施設への供
給、観光施設での販売が見込めなくなる。経営規模
の拡大に伴い、経費増大中であったため、運転資金
として確保した。また、融資額の中から分割保険料
へ充当でき、未払費用の心配がなくなった。

融資額 約500万円
事例
1

品
目スイートコーン

　河川の増水により堤外園地の水没、堤防決壊によ
り堤内園地や自宅にも浸水被害が発生した。営農を
継続することができず、収入を得ることもできない
ことから資金融資を申請した。

融資額 約300万円
事例
6

品
目りんご

　天候不良により収穫量が不安定となる中、一時的
に市場価格が暴落した。また、従業員による農作業
事故が発生し作業に遅れが生じた。その後、価格は
回復したが、代替機の購入に資金を充てることがで
きた。

融資額 約3,850万円
事例
4

品
目野菜

　県下で出荷調整を行い、やむを得ず廃棄処分とな
る。その後、妻が病気で離脱、本人の体調不良も重
なり、規模を縮小せざるを得なかった。収入が途絶え、
融資を受けることにした。

融資額 約560万円
事例
2

品
目レタス

収入
保険

新型コロナウイルス

病気・ケガ

外国産輸入

自然災害

品目分散

圃場分散

損害防止

作業点検

作業ミス

農機具故障

価格低下

労働力不足

経営リスクリスク管理

つなぎ資金とは?

事故

廃業…
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●下のQRコードからジャンプし送信
●すべての項目に回答で

（数に限りがあります）
図書カード500円分を進呈

①氏名・法人
②住所

⑤お問い合わせ・ご意見
　•農業申告（青色・白色）の種類
　•営農状況
　•収入保険についての考え

④連絡先（メールアドレス）

③連絡先（電話番号）

※令和３年契約に限り野菜価格安定制度との同時利用が可能になりました。

農産物を販売し、青色申告を実施する個人・法人を対象としています。
（現金主義の特例を受けている者を除く）

●新型コロナウイルスの影響による収入減少にも対応する制度で、事故発生または
つなぎ融資を受け付けています。

●１年間に限り、野菜価格安定制度（県や自治体、JAが措置する事業も含みます）と
の同時利用ができます。ただし、新たに収入保険に加入する方を対象とします。

平成28年から令和元年（平成31年）までの４ヶ年分の税申告書類、必要により
販売の詳細がわかる帳簿類。（個人の場合）

令和２年12月中（継続は11月中）に加入申請手続きが必要です。期限が迫りま
すと混み合うことが予想されますので、余裕をもって手続き願います。

用意するもの

加入要件

申請期限

詳しくはお近くの支所等にお問い合わせください。

《収入保険への加入をご検討の方へ》

《収入保険のお知らせ》

※本アンケート調査にご入力の個人情報については、当組合が適切に管理します。
また、ご本人の同意がない限り第三者には提供いたしません。

収入保険の加入をご検討中の皆様へアンケート調査を実施します。
（実施期間：令和２年12月末まで）

　近年頻発する台風や豪雨等の自然災害による被害の発生状況を踏まえ、平成30年度より建物総合共済の特約とし
て「収容農産物補償特約」を導入しましたが、緊急的な対応であったため、対象農作物を「米・麦・大豆」に限定してい
ました。
　しかし、昨年の台風19号をはじめとする被害では、倉庫等に保管中の「りんご」などに被害が発生し、収容農産物
補償特約では補償ができませんでした。これを受けて国では災害対策の基幹的制度としての農業共済制度の役割を
発揮するため、令和２年９月１日より「保管中農産物補償共済」を新設しました。

掛金の額には事務費賦課金を含みます。いずれも中途解約はできません。

Ａ
タ
イ
プ

連続する120日間を補償
出荷前の一時保管に対応

掛金：2,500円
（１品目につき１口100万円当たり）

Ｂ
タ
イ
プ

連続する１年間を補償
自家販売などの通年保管に対応

掛金：6,500円
（１品目につき１口100万円当たり）

損害額（共済金）＝１kg当たりの価額※ × 損害数量（kg）
※農作物共済、畑作物共済および果樹共済において農林水産大臣が告示する１㎏当たり共済金額等の最高額
を使用します。

◎保管中農産物の損害額を共済金としてお支払いします。

◎２つの加入タイプから選択できます。

◎建物に保管中の農産物の損害を補償します。

◎加入する農産物を、以下の農作物共済､果樹共済､畑作物共済の品目の中から選択します。

◎１品目につき、1口100万円から加入できます。
◎対象となる事故は、風水害､火災､雪害､地震等と盗難および運送中の事故です。

●農作物共済に加入している「米・小麦・大麦」
●果樹共済に加入している「りんご・ぶどう・なし・もも・かき・すもも」
●畑作物共済に加入している「大豆・そば」

●｢保管中｣とは、出荷前の一時保管、販売目的の保管のことを言います。
●乾燥・調製等の作業中で建物内にあるものも対象となります。
●預かった農産物や仕入れた農産物は除きます。

●盗難は、盗難によるき損、汚損を含みます。
●運送中の事故は、圃場から直接出荷する場合と運送業者等が運送を担う場合を除きます。

●100万円に契約口数を乗じた額が支払限度です。

共
済
金
の
支
払
い

加
入
タ
イ
プ

保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
の
概
要

保管中の損害
を補償する
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昭
和
53
年
に
父
洋よ

う
じ次
（
89
歳
）

が
肥
育
経
営
を
創
業
。
事
業
継
承

後
、
素
牛
や
飼
料
代
の
高
騰
、
販

売
価
格
の
低
迷
が
続
き
赤
字
経
営

が
目
に
み
え
て
い
た
の
で
、
５
年

前
か
ら
繁
殖
と
肥
育
の
一
貫
経
営

に
変
更
し
ま
し
た
。
生
産
原
価
の

圧
縮
が
目
標
で
す
。

　
ま
ず
は
、
素
牛
代
を
お
さ
え
る

た
め
、
子
牛
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
自
家
繁
殖
で
子
牛
生
産

し
て
い
る
こ
と
と
、
優
良
な
血
統

の
受
精
卵
移
植
を
進
め
る
た
め
、

地
域
の
酪
農
家
の
乳
牛
に
、
黒
毛

和
牛
の
子
牛
を
産
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
将
来
は
、
輸
入
乾
草
や
輸

入
飼
料
の
購
入
が
で
き
な
い
時
代

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

令
和
２
年
か
ら
放
牧
肥
育
を
始
め
、

放
牧
肥
育
と
穀
物
肥
育
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
肥
育
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
乾
草
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
内
で
の
耕
畜
連
携
を

進
め
て
地
域
貢
献
も
で
き
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
家
畜
共
済
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

診
療
費
が
年
度
途
中
で
無
く
な
り

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

途
中
か
ら
も
枠
を
増
や
せ
る
よ
う

に
し
て
も
ら
う
か
、
病
傷
給
付
限

度
額
が
余
っ
た
場
合
に
翌
年
度
へ

の
繰
り
越
し
が
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
25
歳
の
時
に
、
家
庭
の
事
情
で

そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞

め
て
、
実
家
の
農
業
を
継
ぎ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
30
年
以
上
リ
ン
ゴ

を
作
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
畑
は

２
㌶
ほ
ど
で
す
。
20
年
ほ
ど
前
ま

で
は
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
い
ま

し
た
。
で
も
幸
い
な
こ
と
に
大
き

な
災
害
に
遭
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
一
度
加
入
を
や
め

ま
し
た
。

　
こ
こ
何
年
か
は
常
に
異
常
気
象

と
隣
り
合
わ
せ
で
農
業
経
営
に
不

安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
３
年
ほ

ど
前
に
は
久
し
ぶ
り
に
果
樹
共
済

に
も
加
入
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
き
た
収
入
保
険
は
い
い

で
す
ね
。
果
樹
共
済
か
ら
収
入
保

険
に
切
り
替
え
、
昨
年
は
リ
ン
ゴ

の
で
き
が
悪
く
て
困
り
ま
し
た
け

ど
し
っ
か
り
補
償
し
て
も
ら
え
ま

し
た
。
収
入
が
減
っ
た
ら
補
償
を

し
て
も
ら
え
る
の
は
わ
か
り
や
す

く
て
助
か
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
入
っ
た
お
か
げ
で
、

何
か
あ
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
後

ろ
盾
を
得
ま
し
た
。
規
模
は
こ
れ

以
上
増
や
そ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん

が
、
い
ま
あ
る
も
の
を
大
事
に
し
、

い
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
で
15
年
間
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
仕
事
の
達
成
感
が
得
に
く
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
や

っ
た
こ
と
が
成
果
物
と
し
て
現
れ
、

食
物
を
人
々
に
提
供
す
る
大
切
な

役
割
だ
と
思
う
農
業
に
魅
力
を
感

じ
、
農
家
に
な
ろ
う
と
就
農
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
に
農
業
大
学
校
研

修
部
に
入
学
し
、
野
菜
コ
ー
ス
を

専
攻
。
２
０
１
８
年
に
信
州
う
え

だ
フ
ァ
ー
ム
よ
り
耕
作
地
を
継
承

し
上
田
市
に
て
独
立
、
今
に
至
り

ま
す
。

　
現
在
は
夫
婦
二
人
で
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
メ
イ
ン
に
野
菜
、
水
稲
を

あ
わ
せ
て
1.9
㌶
作
付
け
し
て
い
ま

す
。
就
農
前
の
営
農
計
画
と
実
際

の
状
況
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
多
く
、
余

裕
が
な
く
栽
培
に
失
敗
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
失
敗
も

無
駄
に
せ
ず
夫
婦
で
話
し
合
い
改

善
策
を
検
討
し
、
翌
年
に
活
か
し

て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
が
基
本
で
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
個
別
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。
個
別
販
売
は
、
顧
客

と
の
関
係
が
ダ
イ
レ
ク
ト
で
、
食

べ
た
感
想
な
ど
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
て
嬉
し
い
の
で
、
少
し
ず
つ

で
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
労
働
力
は
夫
婦
二
人
だ
け
な
の

で
、
無
理
せ
ず
自
分
達
の
ペ
ー
ス

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

～農業者からのメッセージ～

　
10
年
間
、
名
古
屋
で
ス
ポ
ー
ツ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
家
業
を
継
ぐ
た
め
飯
田

市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
家
業
の
肥
育
牛
飼
育
を
手
伝
い

な
が
ら
、
繁
殖
和
牛
農
家
と
し
て

４
年
前
に
起
業
し
ま
し
た
。
現
在
、

親
牛
20
頭
で
年
間
18
頭
ほ
ど
の
子

牛
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
親
牛
に

は
で
き
る
だ
け
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

さ
せ
、
受
胎
率
を
上
げ
て
年
１
産

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
牛
に
つ
い
て
も
常
に
観
察
し
体

調
の
変
化
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

出
生
時
か
ら
愛
情
を
注
い
で
育
成

す
る
と
人
懐
っ
こ
い
牛
に
育
ち
ま

す
。
そ
ん
な
牛
を
多
く
育
て
て
い

き
た
い
で
す
。

　
将
来
は
親
牛
を
40
頭
ほ
ど
に
増

や
し
、
自
家
産
の
子
牛
を
肥
育
し

肉
牛
出
荷
ま
で
の
一
貫
経
営
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
畜
産
業

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
信
州

牛
の
消
費
拡
大
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
は
自
粛
で
難
し
い
で
す
が
、

ま
た
、
仲
間
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を

し
た
り
お
酒
を
飲
み
に
行
っ
た
り

し
て
楽
し
み
た
い
で
す
。

収入保険を後ろ盾に

将来は、一貫経営を目指したい

飯田市

関せ
き
じ
ま島 

勇ゆ
う
じ治

さ
ん（
35
歳
）

佐久市

無理せず自分たちのペースで

松本市

佐さ
は
ら原 

茂し
げ
るさ

ん（
58
歳
）

最善の選択はなにか、夫婦で話し
合ってその都度対処しています

体調を崩さないよう働くことを
心がけています

人懐っこい子牛

ストレス軽減に気を配って飼育

亀
屋
猫
八
フ
ァ
ー
ム

小お

の野 

仁ひ
と
し史

さ
ん（
42
歳
）

　
　

 

有ゆ

か香
さ
ん（
37
歳
）

高た
か
つ
か塚 

洋ひ
ろ
あ
き朗

さ
ん（
47
歳
）

　
　

 

柾ま
さ
き希

さ
ん（
21
歳
）

上田市

息子（左）も含め３代で一貫経営をしています

子牛生産に取り組んでいます

収入保険は補償金額も支払い基準もわかりやすく
納得できました 

昨年は霜や台風の影響で減収しましたが、今年の生育は順調です

生産原価の圧縮で経営安定を目指す!
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愛
知
県
出
身
で
元
々
は
陸
上
自

衛
官
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
妻

の
祖
母
の
実
家
で
リ
ン
ゴ
栽
培
を

手
伝
っ
て
い
る
う
ち
に
、
農
業
の

楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
り
ん
ご
農

家
に
転
身
し
ま
し
た
。

　
里
親
制
度
を
活
用
し
て
２
０
１

１
年
か
ら
２
年
間
市
内
で
リ
ン
ゴ

栽
培
の
研
修
を
受
け
て
か
ら
、
２

０
１
４
年
に
米
山
農
園
を
立
ち
上

げ
、
以
来
家
族
等
と
主
に
４
人
で

農
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
経
営
規
模
は
、
リ
ン
ゴ
3.8

㌶
を
は
じ
め
、
他
の
果
樹
や
野
菜

の
栽
培
も
含
め
て
お
よ
そ
5
㌶
で

す
。

　
今
後
は
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
、
効
率

的
な
農
業
を
常
に
模
索
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
機
械
に
よ
る
草
刈

り
や
除
草
剤
の
散
布
を
効
率
よ
く

行
う
た
め
に
、
あ
え
て
樹
の
下
枝

を
取
り
除
く
等
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

　
自
分
が
里
親
制
度
で
お
世
話
に

な
っ
た
人
た
ち
へ
恩
返
し
を
す
る

意
味
で
も
、
い
ず
れ
は
新
規
就
農

者
の
研
修
を
受
け
入
れ
る
里
親
に

な
る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
自
分
が
少
し
で
も

地
元
農
業
活
性
化
の
一
助
に
な
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る

喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
父
親
の
手

伝
い
は
し
て
い
ま
し
た
か
ら

な
ん
と
な
く
後
を
継
ぐ
も
の

と
思
っ
て
も
い
ま
し
た
。
昔

か
ら
付
き
合
い
の
あ
っ
た
花

木
の
取
引
先
の
方
に
、「
そ

ろ
そ
ろ
ど
う
だ
」
と
後
押
し

さ
れ
、
今
か
ら
５
年
位
前
に

会
社
勤
め
を
辞
め
て
後
を
継

ぎ
ま
し
た
。

　

今
は
、
7.5
㌶
に
桜
、
ボ
ケ
、

レ
ン
ギ
ョ
ウ
を
主
に
20
種
類

ほ
ど
の
花
木
を
栽
培
し
て
い

て
東
海
、
関
西
を
中
心
に
一

部
関
東
の
市
場
に
も
出
荷
し

て
い
ま
す
。

　
花
木
は
、
10
月
下
旬
か
ら
４
月

上
旬
の
冬
期
間
が
最
盛
期
と
な
り

出
荷
は
雪
と
闘
い
な
が
ら
の
作
業

と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
買

っ
て
い
た
だ

い
た
お
客
様

に
「
あ
の
人

の
花
を
」
と

言
っ
て
い
た

だ
く
と
喜
ん

で
も
ら
え
た

ん
だ
と
励
み

に
な
り
ま
す
。

　
花
木
の
栽
培
で
大
変
な
の
は
下

草
刈
り
で
す
。
良
い
物
を
作
る
に

は
環
境
整
備
が
大
切
で
、
雑
草
の

生
え
る
時
期
は
草
取
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
も
そ
う
で
す
が
、

近
頃
は
何
が
起
こ
る
か
予
想
が
つ

き
ま
せ
ん
。
花
の
需
要
は
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
売
れ

る
商
品
は
あ
り
ま
す
。
い
い
商
品

を
作
り
お
客
様
に
届
け
、「
よ
か
っ

た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ

れ
が
一
番
で
す
。

お客様の声を励みに！

里親になってお世話になった方々に恩返しを

千曲市

寺て
ら
さ
わ澤 

五い

さ

お
十
男
さ
ん（
45
歳
）

安曇野市

米よ
ね
や
ま山 

竜り
ゅ
う
や也

さ
ん（
32
歳
）

スモークツリーの畑にて。両親と３人、冬場は＋αで２人ほど
手伝いを頼んでいます

花木は苗から育てていきます。植えてから
数年かけて切れるようになり、中には３年
に１回しか切れないものもあります

～農業者からのメッセージ～

下枝が取り除かれ、きれいに草刈りされた園地

色々な品種にチャレンジしていきたいです

農業共済に関する意見を募集します

個 人 ・ 法 人 □ 個 人　　　　　　　　　□ 法 人

氏 名 ・ 名 称

住 　 　 所

職 　 　 業 担当者氏名 ※法人の方
のみご記入ください。

電 話 番 号 メ − ル ア ド レ ス

意見の項目① □ 未実施品目　　　　　□ 未実施方式
①の未実施品目お
よび未実施方式を
記入してください。

意 見 内 容
( 必  須 )

※このアンケートに関する問い合わせはこちらに　　収穫共済課　E-mail：jigyou1@nosai-nagano.or.jp　TEL.026-217-5809

◎�果樹共済
　（平成27年農林業センサスの販

売目的で栽培している品目）
　くり・うめ・おうとう・
　キウイフルーツ　計４品目

◎�畑作物共済
　（平成27年農林業センサスの販

売目的で栽培している品目およ
び生産数量が多い物）

　小豆・いんげん・スイートコーン・
　たまねぎ・かぼちゃ・茶

【未実施品目】

◎果樹共済
　樹体方式
　　自然災害等で樹体が枯死や流

失・損傷した場合に樹体の資産
価値を補償するものです。

【未実施方式】

意
見
の
募
集
期
間

き り と り せ ん

　
農
業
共
済
制
度
の
改
正
と
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
の
導
入
に
よ
り
新
た
に

「
農
業
保
険
法
」が
平
成
30
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
農
産
物
の

販
売
収
入
を
対
象
と
す
る
収
入
保
険
の
実
施
と
と
も
に
、農
業
共
済
団
体
は
、国

の
基
幹
的
な
農
業
災
害
対
策
で
あ
る
農
業
共
済
事
業
の
実
施
主
体
で
す
。

　
こ
れ
に
基
づ
き
、
長
野
県
農
業
共
済
組
合
は
地
域
の
共
済
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
農
業
共
済
事
業
を
実
施
す
る
体
制
を

整
備
す
る
た
め
、
未
実
施
品
目
お
よ
び
未
実
施
方
式
の
実
施
に
つ
い
て
の
意
向

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、次
の
内
容
に
つ
い
て
ご
意
見・ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
過
去
の
意
向
調
査
の
要
望
か
ら
、
令
和
２
年
産
か
ら
夏
そ
ば
共
済
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
令
和
２
年
９
月
23
日
〜
11
月
22
日
ま
で

●
応
募
方
法
／
下
記
に
て
、
項
目
お
よ
び
未
実
施
品
目
等
と
そ
の
理
由
を
記
入

の
う
え
、
き
り
と
り
せ
ん
よ
り
切
取
り
、
次
の
住
所
に
送
付
願
い
ま
す
。

　
〒
３
８
０
－
０
９
３
５ 

長
野
市
大
字
中
御
所
字
岡
田
79
－
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
長
野
県
農
業
共
済
組
合 

収
穫
共
済
課
あ
て

　
同
様
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
調
査
に
ご
記
載
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
が
適
切
に
管

理
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
本
人
の
同
意
が
な
い
限
り
第
三
者
に
は
提
供
い
た
し
ま

せ
ん
。
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農業保険のお知らせ

播 種 期 加入申込期限

10/1 ～11/10 10月１日

10/11～11/10 10月10日

10/21～11/10 10月20日

補償割合 ５割 ６割 ７割 ８割 ９割
一 筆 方 式 238     406       767 — —
半 相 殺 方 式 — 249（522） 444（  696）   824（1,022） —
全 相 殺 方 式 — — 533（  737）   957（1,118） 1,674（1,745）
災害収入共済方式 — — 833（1,085） 1,216（1,388） 1,794（1,861）
地域インデックス方式

（松本市の場合） — —   53（  568）   111（  664）   514（1,070）

令
和
３
年
産
麦
共
済
の
加
入
申
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

加
入
申
込
期
限
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
。備
え
は
万
全
で
す
か
？

　
10
㌃
当
た
り
負
担
共
済
掛

金
（
目
安
）
は
表
１
の
と
お

り
で
す
。

　
一
昨
年
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
加
入
者
個
々
の
負
担
掛

金
率
は
、
過
去
の
被
害
率
に

応
じ
て
41
段
階
の
区
分
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
被

害
が
少
な
い
加
入
者
ほ
ど
安

い
掛
金
で
加
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
事
務
費
賦
課
金
と

し
て
10
㌃
当
た
り
50
円
、
地

域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
40

円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
は
各
地
で
頻
発
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
台
風
19
号
は
県
内
の
農
業

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
後
、
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な
い
と
い

う
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
甚
大
な

被
害
と
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
地
域
で
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
に
応
じ
て
、
被

害
の
未
然
防
止
や
万
が
一
被
害
を
受
け
た
場
合
の
補
填
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
備

え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
２
年
か
ら
令
和
元
年
の
30
年
間
の
平
均
で
、
毎
年
３
個
の
台

風
が
上
陸
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
台
風
が
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
、
観
測
史
上
１
位
と
な
る
最
大
瞬
間
風
速
や
降
水
量
な
ど
が

各
地
で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
平
年
の
２
倍
を
超
え
る
積
雪
と
な
る
大
雪
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
大
雨
や
短
時
間
豪
雨
の
発
生
回
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

※
最
近
10
年
間
の
平
均
と
約
40
年
前
の
10
年
間
の
平
均
と
の
比
較

　
令
和
２
年
９
月
２
日
の
制
度
改
正
に
よ
り
園
芸
施
設
共
済
の
補
償
が
拡

充
し
ま
し
た
。
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
、
今
後
発
生
し
う
る
自
然
災

害
に
十
分
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
多
く
の
方
が
ご
加
入
の
一
筆
方
式
は
令
和
３

年
産
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
、「
全
相
殺
方

式
」か「
収
入
保
険
」へ
の
移
行
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

方
式
移
行
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

「
全
相
殺
方
式
」
に
つ
い
て

　
加
入
者
ご
と
の
収
穫
量
の
合
計
が
一
定
割

合
を
超
え
て
減
少
し
た
と
き
に
、
共
済
金
を

支
払
う
方
式
。

　
生
産
量
の
概
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に
出
荷
し

て
お
り
、
そ
の
出
荷
資
料
ま
た
は
青
色
申
告

書
に
よ
り
収
穫
量
を
適
正
に
確
認
で
き
る
こ

と
が
条
件
で
す
。
補
償
割
合
の
選
択
が
で
き

ま
す
（
水
稲
・
麦
は
一
筆
半
損
特
約
選
択
可

（
表
１
の
注
３
参
照
））。

農作物・畑作物共済（水稲・麦・大豆）

「一筆方式」が令和3年産をもって「廃止」となります

■引受方式の移行

令和
２年産

令和
３年産

令和
４年産～

廃止一筆方式

全相殺方式

地域インデックス方式

半相殺方式

品質方式（水稲）

災害収入共済方式（麦）

麦共済（令和3年産）園芸施設共済
台  風

大  雪大雨・短時間豪雨

■台風被害の様子

■台風の上陸数

■雪による被害の様子

年 上陸数
1990 6
1991 3
1992 3
1993 6
1994 3
1995 1
1996 2
1997 4
1998 4
1999 2

年 上陸数
2000 0
2001 2
2002 3
2003 2
2004 10
2005 3
2006 2
2007 3
2008 0
2009 1

年 上陸数
2010 2
2011 3
2012 2
2013 2
2014 4
2015 4
2016 6
2017 4
2018 5
2019 5

令和元年�台風19号
県内の14の観測地点で、
統計開始以来の最大の
降水量を観測した。

平成30年２月北陸豪雪

平成30年１月大雪

平成26年２月豪雪

８地点で平年の200％を超える積雪
（福井県福井市で267％など）

７地点で平年の200％を超える積雪
（群馬県前橋市で290％など）

県内、軽井沢と飯田で統計開始以来
の積雪を観測した。

全国1,300地点において１日当たりの
降水量が200mm以上となる年間の発
生日数（合計）は、最近10年間（2010～
2019）の平均では約262日で、昔の10
年間（1976～1985）と比べて約1.6倍
に増加しています。

全国1,300地点において１時間当たり
の降水量が80mm以上となる年間の発
生回数（合計）は、最近10年間（2010～
2019）の平均では約24回で、昔の10
年間（1976～1985）と比べて約1.7倍
に増加しています。

大雨
（日降水量200mm以上）

短時間豪雨
（1時間降水量80mm以上）

令和元年�台風15号
19地点で最大瞬間風速
の記録更新（千葉県千葉
市で57.5ｍ/sなど）

平成30年�台風21号
最大瞬間風速では松本
今井で統計開始以来一
番となる風速を観測し
た。 注） １ 地域インデックス方式は、市町村ごとの統計データにより損害評価を行います。

 ２ （　）内は、一筆半損特約を選択した場合です。
 ３ 一筆半損特約では農家単位の評価では相殺されてしまう一筆ごとの損害（半損以上）の減収を補償できます。

表１　10㌃当たりご負担共済掛金（賦課金が含まれています）
　　　  　10㌃当たり基準収穫量　330kg（令和２年産の場合）
　　　  　1kg当たり共済金額　　 160円（令和３年産の最高補償単価の場合） （単位：円）
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元
気
に
登
下
校
す
る
子
ど
も
達
の
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
警
察
で
は
、
通
学
路
な
ど
で
発
生
す
る
、

子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
や
声
か
け
事
案
を

防
止
す
る
た
め
、地
域
の
み
な
さ
ま
に「
な

が
ら
見
守
り
活
動
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」
と
は
、

　
●
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
●
買
い
物
の
行
き
帰
り

　
●
農
作
業

　
●
花
の
水
や
り
、
庭
の
手
入
れ

　
●
配
達
な
ど
の
業
務

　
●
通
勤

　
な
ど
、
日
常
で
の
活
動
や
事
業
活
動
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
見
守
り
を
行
う

こ
と
で
す
。

　

み
な
さ
ま
に
も
、

ご
自
宅
か
ら
畑
へ
の

移
動
の
間
や
、
農
作

業
を
行
う
際
な
ど
に
、

子
ど
も
達
の
見
守
り

に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
田
中
孝
尚
さ
ん
は
、
地
元
の
御
代
田
町

を
離
れ
東
京
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
農

業
に
憧
れ
て
い
た
奥
様
の
千
華
子
さ
ん
と

出
会
い
、
故
郷
の
長
野
に
戻
っ
て
く
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
小
諸
市
で
就
農
し
た
き

っ
か
け
は
、
長
野
県
農
業
大
学
校
在
学
中

の
実
地
研
修
の
と
き
、
直
売
所
に
花
を
出

荷
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　
栽
培
し
た
花
が
、
信
州
切
り
花
発
祥
の

地
と
し
て
有
名
な
小
諸
市
大
久
保
地
区
の

元
区
長
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
、
そ
の
地
に

田
中
さ
ん
夫
婦
は
誘
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
す
ぐ
に
キ
ク
と
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
を
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
３
年
目
に
な

り
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
人
の
温
か

さ
に
触
れ
な
が
ら
「
大
久
保
氷
地
区
の
皆

さ
ん
は
家
族
の
よ
う
。
花
き
栽
培
だ
け
で

な
く
生
き
方
に
つ
い
て
も
大
切
な
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
す
」
と
千
華
子
さ
ん
。

　

就
農
当
時
か
ら

地
区
の
氷
風
穴
の

保
存
会
に
も
夫
婦

で
参
加
し
て
い
ま

す
。
天
然
の
冷
蔵

庫
の
よ
う
に
な
る

氷
風
穴
を
活
用
し
、

キ
ク
の
出
荷
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
は
事
業
を
拡
大
し
ス
タ
ー

チ
ス
も
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
た
り
は
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
花
に
思

い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
人
と
つ
な

が
っ
た
り
、
行
事
の
役
に
立
っ
た
り
、
お

花
を
見
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
の
こ
と
が
嬉

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

ハーモニー
農業者とNOSAI職

員の

Ｕターン就農
地域の財産を活用しながら
花農家をスタート

NOSAIの
担当職員と会話
する千華子さん

小諸市

田
た な か

中 孝
た か な お

尚さん（43歳）

　　 千
ち か こ

華子さん（45歳）

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ライポくん
からの

お知らせ

　
長
野
県
内
で
は
、
栽
培
イ
ネ
と
同

じ
日
本
型
イ
ネ
の
「
雑
草
イ
ネ
」
が

大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栽
培
イ

ネ
と
の
大
き
な
違
い
は
、
玄
米
種
皮

が
赤
朱
か
ら
赤
褐
色
の
赤
米
で
、
成

熟
と
と
も
に
穂
か
ら
籾
が
自
然
に
脱

粒
す
る
こ
と
で
す
。

　
雑
草
イ
ネ
は
、
①
収
穫
期
に
は
大

部
分
の
籾
が
田
面
に
落
ち
て
い
て
、

翌
年
以
降
の
発
生
源
と
な
る
、
②
出

芽
が
約
１
ヶ
月
間
と
長
期
に
亘
る
、

③
水
田
除
草
剤
の
多
く
は
効
果
が
低

く
、
有
効
剤
で
も
雑
草
イ
ネ
の
出
芽

前
に
使
用
し
な
い
と
効
果
が
な
い
、

た
め
根
絶
が
難
し
い
雑
草
で
す
。

　
更
に
、
個
々
の
農
業
者
に
は
防
除

経
費
の
掛
か
り
増
し
と
と
も
に
、
種

子
を
含
ん
だ
土
壌
と
一
緒
に
周
辺
の

圃
場
に
拡
散
す
る
た
め
、
地
域
営
農

に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
平
成
19
年
に
長
野
県
雑
草
イ
ネ
対

策
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
平
成
26
年

に
「
雑
草
イ
ネ
総
合
防
除
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
発
行
し
、
全
県
お
よ
び

地
域
毎
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
終
息
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
佐
久
地
域
で
は
現
在
、
Ｊ
Ａ
、
市

町
村
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
長
野
、
農
業
農

村
支
援
セ
ン
タ
ー
で
構
成
し
、
地
域

を
５
班
に
分
け
た
活
動
体
制
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
①
啓
発
：
Ｊ

Ａ
や
市
町
村
広
報
誌
の
活
用
、
②
防

除
支
援
：
講
習
会
等
で
の
説
明
や
個

別
通
知
、
③
発
見
：
発
生
ほ
場
の
特

定
と
地
図
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
未
だ
に
、
知
ら
な
い
人

も
い
る
、
手
取
り
で
き
な
い
程
の
激

発
ほ
場
が
残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
終
息
に
向
け
“
色
彩
選

別
機
で
は
何
の
問
題
解
決
に
も
な
ら

な
い
”、“
ま
ず
は
、
激
発
、
多
発
ほ

場
を
な
く
す
”
を
合
言
葉
に
、
改
め

て
チ
ー
ム
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
年
の
徹
底
防
除
＋
前
秋

の
石
灰
窒
素
散
布
＋
水
稲
作
付
中
に

３
回
の
有
効
剤
使
用
＋
晩
植
と
複
数

の
防
除
手
段
を
組
合
せ
た
と
こ
ろ
、

８
月
に
は
雑
草
イ
ネ
ゼ
ロ
！
と
い
う

成
功
事
例
が
で
き
ま
し
た
。

　
地
域
に
は
経
費
や
労
力
を
気
に
し

た
不
完
全
な
防
除
を
続
け
、
防
除
期

間
を
長
引
か
せ
て
い
る
事
例
が
多
い

で
す
。
成
功
事
例
の
よ
う
に
短
期
間

の
集
中
投
下
に
よ
り
根
絶
で
き
る
こ

と
を
現
地
検
討
会
で
確
認
し
、
次
年

度
に
向
け
て
各
地
区
（
班
）
で
も
同

様
な
モ
デ
ル
対
策
に
取
り
組
み
、
地

域
全
体
へ
の
波
及
に
つ
な
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

難防除雑草“雑草イネ”の防除対策

No.

2

農
業
技
術
課
副
主
任
専
門
技
術
員

青
木 

政
晴

雑
草
イ
ネ
っ
て
？

防
除
対
策
の
取
組
み

佐
久
地
域
雑
草
イ
ネ
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

ポピュラーな紫のトルコギキョウ

今年から始めたスターチス

農場近くの氷風穴

佐久チーム全員で防除成功事例を確認
（令和2年8月17日）

夏に穂１本分位背が高い（左）、収穫期に籾が落ちている（右）稲は、
雑草イネの疑いが濃厚です。近くのJAや農業農村支援センターに
相談しましょう。
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海
野
宿
は
寛
永
２（
１
６
２
５
）年
に
北
国

街
道
の
宿
駅
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
北

国
街
道
は
中
山
道
と
北
陸
道
を
結
ぶ
重
要
な

街
道
で
し
た
。
享
和
３（
１
８
０
３
）年
の
記

録
に
よ
れ
ば
、
伝
馬
屋
敷
59
軒
、
旅は

た
ご籠

屋
23

軒
が
あ
り
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
海
野
宿
の
街
並
み
は
、
江
戸
時
代
の
旅
籠

造
り
の
建
物
と
、
明
治
時
代
以
降
の
養
蚕
が

盛
ん
な
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た
蚕
室
造
り
の
建

物
が
調
和
し
た
伝
統
的
な
家
並
み
が
魅
力
で

す
。
出だ

し
ば
り梁

造
り
の
建
物
は
現
在
５
軒
ほ
ど
残

さ
れ
て
お
り
、
防
火
の
役
割
が
あ
る
卯う

建だ
つ

に
は
い
く
つ
も
の
種
類
が
あ

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
徴
を
現
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
61
年
に「
日
本
の
道
百
選
」、
62
年
に
は「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

東部湯の丸IC
東部湯の丸SA大屋駅

田中駅 旧北国街道

湯楽里館

至
軽
井
沢

千
曲
川

至
上
田・長
野

18

152

しなの鉄道

北陸新幹線

海野宿
水村喜一郎美術館

海野宿歴史民俗資料館

ゆうふるtanaka

丸山晩霞
記念館

東御市役所

千曲ビ

ューライン

上信越自動車道

丸子東部イ
ンター線

浅
間
サ
ン
ラ

イン

　
長
野
県
北
部
飯
綱
町
に
「
い
い
づ
な
マ
ル
シ
ェ
む
ー
ち
ゃ
ん
」
が
２
０

２
０
年
５
月
30
日
に
新
装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
農
産
物
直
売
所
に
は
飯

綱
町
の
特
産
品
で
あ
る
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
、
野
菜
、
モ
モ
、
米
な
ど
の
農

産
物
が
毎
朝
20
名
以
上
の
地
元
生
産
者
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
果
物
は
特
に
人
気
で
す
。
標
高
が
高
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

こ
の
地
で
育
っ
た
リ
ン
ゴ
や
モ
モ
は
、
色
づ
き
が
よ
く
濃
厚
な
味
わ
い
に

な
り
ま
す
」
と
話
す
店
長
の
吉
田
さ
ん
は
、
昨
年
11
月
に
奈
良
県
か
ら
長

野
県
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。「
優
し
く
親
切
な
生
産
者
の
皆
様
に
助
け

ら
れ
て
、
日
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
は
お
客
様
と
生
産

者
様
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
出
荷
し
て
い
た
だ
い
た
農
産
物
を
安

心
し
て
お
客
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
徹
底
し

た
鮮
度
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
今
後
は
地
域
の
方
々
と
関
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
直
売
所
を
通
じ
て
飯
綱
町
の
魅

力
を
発
信
し
、
町
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

■ 当選者発表
 正解者561通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。図書カ
ード（1,000円分）を進呈します。

答え 
Q1 □□□
Q2 □□□

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
          クイズ係

63円切
手 を お
貼 り く
だ さ い

〒380-0935
（おもて面）

答え Q1 □□□
 Q2 □□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号
をご記入ください。
※おすすすめのコトやモノ、
楽しい出来事などおたよ
りをお待ちしています。

（うら面）

佐久穂町 新海　秀代さん

佐 久 市 森角加津代さん

小 諸 市 櫻井　昌治さん

佐 久 市 橋詰美代子さん

佐 久 市 髙橋　　基さん

立 科 町 芝間せつ子さん

上 田 市 柳澤　芳生さん

上 田 市 清水　淑子さん

青 木 村 小林　幸子さん

東 御 市 松林　結菜さん

千 曲 市 西野入幸雄さん

千 曲 市 北原　邦子さん

箕 輪 町 有賀美三子さん

伊 那 市 川﨑　結月さん

茅 野 市 伊藤喜久重さん

諏 訪 市 宮下　敏子さん

高 森 町 熊谷ひろみさん

飯 田 市 小室佳世子さん

飯 田 市 森山　和幸さん

松 川 町 菅沼　　浩さん

木 曽 町 渡沢秀二郎さん

松 本 市 渡辺　田鶴さん

麻 績 村 滝澤　麗子さん

塩 尻 市 大和　友里さん

筑 北 村 山岸　秀敏さん

安曇野市 丸山江利子さん

安曇野市 望月　令子さん

安曇野市 山地　啓子さん

大 町 市 海川　松子さん

大 町 市 鈴木絵里香さん

山ノ内町 小笠原芳子さん

飯 山 市 阿部　妙子さん

栄　　村 月岡　光子さん

長 野 市 中島めぐみさん

長 野 市 篠原加代子さん

長 野 市 山﨑　裕美さん

長 野 市 堀内　俊幸さん

須 坂 市 﨤町　輝雄さん

飯 綱 町 松木　　勝さん

信 濃 町 佐藤　辰雄さん

■応募方法
記入例（ハガキで応募してください）

◆締め切りは、令和2年11月13日（金）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名

様に図書カード（1,000円分）を進呈します。
●クイズの正解者は冬号の紙面にて発表します。

■ 前号の答え Q1 Q2 月文式様活生

伝
統
的
な
家
並
み
が
続
く

北ほ
っ
こ
く国

街
道�

海う

ん

の野
宿（
東
御
市
）

飯綱町の農業を
盛り上げたい

　
長
野
県
は
き
の
こ
生
産
量
日
本
一
。
き

の
こ
の
特
徴
は
低
カ
ロ
リ
ー
で
栄
養
価
が

高
く
、
旨
味
成
分
が
ど
れ
も
豊
富
な
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い
る
旨
味
成
分
が
違

う
た
め
、
数
種
類
混
ぜ
て
調
理
す
る
こ
と

で
旨
味
が
倍
増
し
ま
す
。
常
備
菜
と
し
て

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
け
ば
パ
ス
タ
の
具
や
お

酒
の
お
つ
ま
み
等
、
い
ろ
い
ろ
な
用
途
で

使
え
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

★材料★（作りやすい分量）
松茸・舞茸 .....合わせて250g
その他のきのこ

（2～3種類）...................250g
にんにく ..........................２片
オリーブ油 ......100～150cc
塩こうじ .................. 大さじ２
酒 .............................. 大さじ１
赤唐辛子（輪切り） ...........適宜
黒こしょう ......................適宜

★作り方★
① きのこは石突を落として食べやすい大きさに切る。
 にんにくはみじん切りにする。
② オリーブ油大さじ１で、にんにくと唐辛子を弱火で炒

める。香りが出てきたらきのこを入れて、塩こうじ・
酒を入れ蓋をして弱めの中火で蒸し焼きにする。

③ きのこがしんなりしてきたら、火を止め黒こしょうを
入れて混ぜる。タッパーや煮沸消毒した瓶に入れ、オ
リーブ油をきのこがひたひたに浸るまで注ぎ入れる。

④ 粗熱が取れたら冷蔵庫に入れ、保存する。

香りと旨味の嵐！�きのこの常備菜

飯綱町三本松農林畜産物直売施設
いいづなマルシェむーちゃん 店長

吉
よ し だ

田 和
か ず ひ ろ

広さん（42歳）

■飯綱町三本松農林畜産物直売施設
　いいづなマルシェむーちゃん
長野県上水内郡飯綱町大字牟礼1-1
電話番号／026-253-3321
営業日時／直売所 9:00～17:00
　　　　　カフェ 10:00～16:00
定 休 日／年中無休（年末年始除く）

野菜ソムリエプロ・フードスタイリング＆
フォトグラファー
綿貫 みどり

愛知県出身。13年前信州に
移り住み、信州野菜の美味
しさに感動したことがきっ
かけで、食に関する資格を
いくつか取得。料理や写真
を通して、「畑から食卓まで
を笑顔でつなぐ」をモットー
に日々活動しております。

クイズは２問あります。
文字を組み合
わせて言葉を
完成させてく
ださい。

個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、広報紙への当選者
発表、読者の声の掲載のために
ご記入いただくもので、それ以
外の目的で個人情報を利用した
り、第三者への提供・開示をし
たりすることは一切ありません。
●ご応募に際しては、個人情報
の提供に同意した上でご応募く
ださい。●賞品または抽選や当
選に関するご質問は受け付けて
おりません。

出
典
／「
信
州  

北
国
街
道  

海
野
宿
」「
と
う
み
の
ト
リ
セ
ツ
」

■お問い合わせ先
信州とうみ観光協会
東御市観光情報ステーション
TEL.0268-62-7701
■交通アクセス
東部湯の丸ICから車約10分
しなの鉄道田中駅から徒歩約20分

出
だしばり

梁

卯
う だ つ

建

松茸は香り
の王様！

舞茸は旨味
・香りの

バランスの
良さが

素晴らしい
！

NOSAIながのNOSAIながの 1415



NOSAI長野からのお知らせ

このパンフレットは、見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

発行日／2020年9月23日
■編集・発行
長野県農業共済組合（NOSAI長野）
〒380-0935 長野市大字中御所字岡田79-5
TEL.026-217-5800  FAX.026-217-5816
https://www.nosai-nagano.or.jp/

　小農ですが、家の家庭菜園は長い梅雨の後の猛暑で大
苦戦。秋からの野菜畑に望みをつなぎます。	 （Ｓ）
　ペルセウスは見逃したが、オリオン座やしし座は観た
いです。	 （Ｍ）

編集後記

読 者 の みなさん のお声

東
信
地
域
家
畜
診
療
所 

南
部
診
療
所
の
開
所
式

「
令
和
元
年
度 

普
及
活
動
ア
ル
バ
ム
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

７
月
１
日
、
東
信
地
域
家

畜
診
療
所
南
部
診
療
所
の
開

所
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
南
牧
村
の
旧
庁
舎
を
借

り
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ

り
Ｊ
Ａ
長
野
八
ヶ
岳
の
旧
野

菜
販
売
事
務
所
を
借
り
、
改

修
し
移
転
し
ま
し
た
。

　

診
療
所
で
は
、
診
療
業
務

の
み
な
ら
ず
経
営
の
相
談
等

を
お
受
け
し
、
地
域
の
畜
産

業
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
ま

す
。

　
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
農
業
農
村
支
援
セ
ン

タ
ー
技
術
経
営
普
及
課
（
旧
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
）
の
２
０
１
９
年
度
の
活
動
状
況
を
掲
載
し
ま
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

掲載内容

❷ 令和３年契約収入保険加入者を
 募集しています
❺ 保管中農産物補償共済がスタート
 しました
❾ 農業共済に関する意見を募集します
❿ 農業保険のお知らせ

南牧村		大村公之助村長（左）、
JA長野八ヶ岳		由井和行組合長（右）、
NOSAI長野		羽田健一郎組合長（中央）

スマートフォンから
上のQRコードで
アクセスできます。

パ
ソ
コ
ン
か
ら
は

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/nogi/aec/2016katsudo.htm

l

（
長
野
県
農
政
部
農
業
技
術
課
）

住　
所
〒
３
８
４-

１
３
０
５	

南
佐
久
郡
南
牧
村
大
字
野
辺
山
１
０
７-

２

電　
話
０
２
６
７-

８
８-

６
０
４
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
７-

８
８-

６
０
４
４

●	

あ
る
日
の
じ
じ
と
孫
の
ほ
っ
こ
り
と
し
た
会

話
で
す
。
孫
が
「
じ
じ
、
鼻
か
ら
糸
が
出
て

い
る
よ
」。
じ
じ
が
「
糸
じ
ゃ
な
く
て
、鼻
毛

っ
て
い
う
ん
だ
よ
」「
ど
っ
ち
、
右
か
左
か
」

孫
が
「
両
方
だ
よ
」。	

佐
久
市 

Ｍ
さ
ん

●	

前
の
田
の
石
垣
に
１
ｍ
も
あ
る
青
大
将
が
棲

ん
で
い
ま
す
。
昔
母
が
家
の
守
り
神
だ
か
ら

殺
し
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ヘ
ビ
嫌
い
の
私
で
す
が
春
に
姿
を
現
す
と
、

思
わ
ず
「
元
気
だ
っ
た
？
」
と
親
し
み
を
込

め
て
、
草
む
ら
に
入
っ
て
い
く
ま
で
ず
っ
と

見
て
い
る
自
分
が
不
思
議
で
す
。
今
年
は
脱

皮
が
４
本
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
増
え
た
の

か
な
？	

小
諸
市 

記
名
無
し
さ
ん

●	

娘
が
小
学
生
の
１
年
生
の
頃
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
友
達
の
男
の
子
と
お
墓
に
あ
る
塔
婆

で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
次
の
日
２
人
と
も
足

が
痛
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
整
形
外
科
へ
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
も
異
状
は
な
く
、
そ
の
日
の

う
ち
に
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
罰
が

当
た
っ
た
の
で
す
。	

茅
野
市 

Ａ
さ
ん

●	

近
所
に
熊
情
報
が
あ
っ
た
頃
、
畑
に
行
っ
た

高
齢
の
婆
ち
ゃ
ん
が
日
が
暮
れ
て
も
帰
ら
な

い
の
で
、
迎
え
に
行
く
と
畑
に
熊
ら
し
き
も

の
が
…
。
恐
い
の
で
遠
く
か
ら
大
声
で
声
掛

け
。
お
ー
良
か
っ
た
～
婆
ち
ゃ
ん
で（
笑
）。

熊
さ
ん
体
型
注
意
！	

中
野
市 

Ｍ
さ
ん


